
１．ふじみ野市将来構想 from 2018 to 2030 における位置づけ

２．施策指標と達成状況 ※網掛けの指標は後期重点プロジェクトに該当する指標です。

重点プロジェクト
いきいき“元気・健康”プロジェクト

総合戦略
ふじみ野市への新しい人の流れをつくる

安全・安心なくらしを守るとともに、デジタルの力を活用した魅力ある地域を構築する

令和6年度　施策評価シート

施策
体系

分　野 02　生きがい・文化・スポーツ ～うるおいのある豊かなまち～

施　策 07　スポーツ　－スポーツを通して市民が元気にいきいきと暮らすことのできるまちを目指します－

関　連　課
障がい福祉課、高齢福祉課、保健センター、公園緑地課、学校教育課

目　　標

誰もが、気軽にスポーツを楽しみ、健康づくりに取り組むことができる機会の充実や環境整備を進めるとともに、ス
ポーツを通じた地域の交流、コミュニティづくりを推進します。

施策目標の実現
に向けた取組

（1）子どものスポーツ機会の充実
〇子どもたちが、自分に向いているスポーツ、やりたいスポーツを発見できるよう様々なスポーツを経験できる機会
の充実を図ります。
（2）誰もがスポーツを楽しみ、親しめる機会の充実
 〇スポーツ協会を中心とし、地域のスポーツクラブや高校、大学、企業等が連携し、誰もがスポーツに親しむ機会
の充実と環境づくりを進めます。
（3）スポーツに関わる人材の育成
〇スポーツ活動やスポーツ指導における安全性を確保するため、指導者の技術及び指導力の向上を図ります。
〇ジュニア・アスリートの発掘・育成を進めます。
（4）安全なスポーツ環境の整備促進
〇施設の有効活用、利便性の向上などスポーツ環境の整備を図ります。

主　管　課 市民活動推進部　文化・スポーツ振興課
評価責任者 吉村　敏世

評価日 令和7年6月2日
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策
　
指
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指標
１

指標名 スポーツ事業参加者アンケートで「楽しかった」と答えた子どもの割合【総合戦略】

説明
すべてのこども達に「楽しかった」と感じてもらえるイベントを実施し、市民ニーズに適した事業展開を図る目
的から指標とする。

単位 ％

成果

年度 令和12年度

目標値 90.00 90.00 90.00 90.00 90.00 90.00 90.00

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

活動

年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標
２

指標名 スポーツ施設の利用率

説明
スポーツ施設の認知度の向上及び施設の利用促進を図る目的から指標とする。

単位 ％

実績値 100.00

令和10年度 令和11年度 令和12年度

目標値 59.00 60.00 61.00 62.00 63.00 64.00 65.00

実績値 56.70

年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標
３

指標名

説明

単位

令和10年度 令和11年度 令和12年度

目標値

実績値

年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標
４

指標名

説明

単位

令和10年度 令和11年度 令和12年度

目標値

実績値

年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標
５

指標名

説明

単位

令和10年度 令和11年度 令和12年度

目標値

実績値



３．施策への投入コスト （単位：千円）

４．評価対象年度の施策実施内容 ※網掛けの指標は後期重点プロジェクトに該当する取組です。

５．評価

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

0 0 0

人件費 42,640 0 0 0 0 0

事務事業費 361,419 0 0 0

0

収
入

特定財源 261,139 0 0 0 0 0 0

支
出

0 0

実施内容 実施実績と効果 主な事務事業

一般財源 142,920 0 0 0 0

取
組
①

【総合戦略】
ロードレース大会

メイン会場をふじみ野市第2運動公園周辺
として、令和6年度は毎年申込数が定員を
超える5kmレース及び親子レースの定員増
加を行い、より多くの方が参加できるよ
う見直しを行った。

令和6年度は、ゲストランナーに元世界陸
上日本代表の千葉真子氏、競歩でオリン
ピック3大会出場の山﨑勇喜氏などを迎
え、トップランナーと触れ合う機会を創
出した。1,169人が参加し、より多くの方
がスポーツを楽しめる機会の充実を図っ
た。

スポーツ大会事業

取
組
②

【総合戦略】
安全なスポーツ環
境の整備促進

指定管理者制度により、スポーツセン
ターをはじめとするスポーツ施設の管理
運営を行っている。令和6年度においても
毎月1回モニタリングを行うとともに随
時、現地確認し、改善を行った。

指定管理者と月1回モニタリングを行うと
ともに随時現地確認し、安全なスポーツ
環境の整備につなげることができた。令
和6年度は、駒林体育館の改修工事に合わ
せ、空調設備を導入する工事を実施し
た。上野台体育館についても、令和7年4
月に工事が完了する予定である。

スポーツ推進事業
スポーツ施設管理運営事業

取
組
⑤

【総合戦略】
地域連携事業

スポーツ協会、総合型地域スポーツクラ
ブふじみ野ふぁいぶるクラブ、指定管理
者と連携し、各種事業を展開した。
また前年度に引き続き、インクルーシブ
スポーツの普及として、「まぜこぜ運動
会」及び「まぜこぜ運動クラブ」を開催
した。

スポーツイベントは計27回開催し、市民
が気軽にスポーツに親しみ健康づくりに
取り組む機会となった。また、「まぜこ
ぜ運動会」を6月、「まぜこぜ運動クラ
ブ」を6月を除く毎月１回開催し、誰もが
様々なスポーツを楽しむ事業を展開する
ことができた。

スポーツ推進事業

評価

取
組
③

【総合戦略】
ラジオ体操事業

健康的な生活習慣を推進するため、ラジ
オ体操の普及に努め、「イオンdeラジオ
体操」を既に実施しているイオン大井店
に加え、令和5年度からはイオンタウンふ
じみ野も新たに加え、実施している。ま
た、自治組織向けにラジオ体操開催の支
援を行った。

イオンdeラジオ体操は、イオン大井店で
1,076人が参加し、イオンタウンふじみ野
は、450人が参加した。ラジオ体操を実施
した自治組織数は18団体で、5,061人が参
加し、健康増進につなげるとともに、人
と触れ合うことで、元気なまちづくりの
一助となった。

スポーツ推進事業

取
組
④

【総合戦略】
スポーツ推進委員
地域派遣事業

市内小中学校や自治組織、公民館、指定
管理者事業等にスポーツ推進委員を派遣
し、誰もが楽しめる軽スポーツの普及を
進めた。また、自治組織にはボッチャ、
グラウンドゴルフ、モルック、ラジオ体
操等の指導を目的に派遣も行い、スポー
ツに親しむ機会の創出に寄与した。

地域への派遣は35回行い、そのうちボッ
チャとモルックに関する派遣回数は16回
で、誰もが楽しめる軽スポーツの普及に
努めた。また、自治組織が実施するラジ
オ体操へ11回派遣し、ラジオ体操の普及
を行った。

スポーツ推進事業

指標の達成状況 令和6年度は、スポーツ事業の実施回数を増やすとともに、内容の充実も図り、多種多様なスポーツの事業を展開す
ることができた。
元気・健康フェアでは、徒歩でオリンピックに出場された山﨑勇喜氏をゲストにヘルスウォーキングをメインイベン
トとして開催するとともに、障がいの有無等に関わらず誰もが取り組むことができるボッチャ等のスポーツ体験広場
を開催した。
さらに、インクルーシブスポーツの推進として、パラスポーツの工藤陽介氏をメインコーチに、市内在住のパラリン
ピック出場者等をゲストに迎え、まぜこぜ運動会・まぜこぜ運動クラブを実施し、障がいの有無、国籍等問わず誰も
が運動遊びを楽しむことができる事業を展開した。
また、スポーツ活動地域支援事業では、部活動の地域移行を見据え、中学生が継続してスポーツを楽しめるよう基礎
スキルの向上を目的に、地域の関係者と連携して部活動の支援を図った。令和6年度は、部活動を支援するスキル
アップ型で市内6中学校を拠点校とし、野球、サッカー、バスケットボール、剣道、陸上の5種目を合同形式で計66回
実施した。

おおむね順調

行政資源の活用

おおむね適切

取組の有効性

おおむね有効

施策の効果

効果が得られている


